
【取組内容①】個別最適な学びと協働的な学びを支える学習過程と学びの手引き

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

＜中３ 社会＞
教科書の内容を教師が一斉に説明し板書する授業から，生徒が主体的に学び
とる授業への転換を図っている。生徒が１人１人にあった方法やペースで主体
的に学びを進められるよう，学習過程と学びの手引きを示している。これまで
は指導案や教材研究で教師だけが持っていた情報を生徒と共有することで子に
応じた学びが実現できる。その際，単元で習得すべき知識・技能や見方・考え
方は，生徒の実態に合わせて教師から示している。



【取組内容①】 つぶやきを拾い上げるチャットの活用で発言の少なかった子も活躍

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-２

＜授業「道徳」＞
教材の範読を聞きながら、主人公の心情や態度の変化、初見の感想をチャッ
トに打ち込むことで、内容把握の時間が短縮され、中心発問と自己の体験の振
り返りをする時間の確保が可能となった。自分自身の体験と重ねながら、考え
発言する生徒が多くみられるようになった。



【取組内容①】 単元を見通したパフォーマンス課題とルーブリックの提示

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

＜中３ 数学 自由進度学習＞
「三平方の定理」では単元を通した課題解決のために必要な知識・技能を教

科書から読み取り、個人のペースで授業を進めた。パフォーマンス課題として、
スライドに課題解決までの経緯をまとめ、互いの発表に対しコメントし合って、
理解を深めた。ルーブリックを設定することで、各自が計画的に学習を進める
ことができ、習熟度の低い生徒に寄り添える時間が確保された。



【取組内容①】 クラウドを活用したコミュニケーションで、生徒主体の生徒会活動

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

＜Classroomの普段使い＞
運動会や文化祭などの生徒会を中心とするリーダーたちが、各種活動の提案
や話し合いをClassroomの中で行うようになった。コメント機能も活用しながら、
ドキュメントを協働編集して、生徒主体の行事を創り上げている。注目すべき
は学習で培った根拠を明らかにして話し合うこと、メリットやデメリット等の
明示が普段からなされることである。



【取組内容①】 実験記録とデータの共有

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-５

＜中１ 理科 デジタル教科書の活用と実験記録の共有＞
理科では、スクリーンに実験内容を提示したり、動画の説明を個別に閲覧し
たりデジタル教科書を活用している。また、実験の記録を撮影して、スプレッ
トシートにＵＲＬを貼り付けて結果を共有したり、他のグループと比較したり
することで、考察が深まっている。



【取組内容②】 英語科 オンラインで海外の同世代の生徒との交流

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-６

＜ニュージーランドの生徒との交流授業＞
朝のＡＬＴとのオンライン英会話（15分×20回／年）に加え、ニュージーラ
ンドの生徒とのオンライン交流会では、互いの文化についてのクイズを出題す
るなど、異文化理解が深まる体験となった。１対１でつながれるようになるよ
うになると更に効果が期待される。



【取組内容③】 端末の持ち帰りによる家庭学習から，生徒の学習の理解度を把握して指導に生かす

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-７

＜中３ 数学＞
学習内容の理解度を把握するため，家庭学習でアンケートフォームによる課
題を出した。正答率が自動集計され，生徒の理解度を教師が一覧で把握できる
ため，到達度が低かった問題については次時の授業で改めて指導した。家庭学
習と授業をつなぐ活用につながっている。



【取組内容④】 クラウドの活用を前提とした対話的・協働的な教員研修

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-８

出典 学校DX戦略アドバイザー泰山裕准教授のスライドより

＜教員研修＞
教員研修では，目指す授業と同じような形を先生たちにも体験してもらうた
め，クラウドの活用を前提として行っている。LDXのアドバイザー派遣で講師と
して招聘した泰山裕准教授のワークショップでは，探究的な学びを支える学習
過程について，クラウドを活用して教員相互の考えが参照できるような研修を
行った。



【取組内容④】 クラウドを活用した予定の共有

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-９

＜協働編集＞
日々の行事予定や教科連絡を担当生徒が打ち込むことで情報を共有できる。
端末を持ち帰り家庭でも確認できるとともに、欠席の生徒や相談室登校の生徒
も確認できるため、便利である。次年度は「学級日誌」として運用できるよう
に工夫・改善していく予定である。



【取組内容④】 デジタルでつながることによるPTA活動の活性化

壬生町立南犬飼中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-10

＜ＰＴＡ本部役員会＞
年度当初に、ＰＴＡ役員の方々に個人のアカウントでClassroom登録していた
だき、役員会の開催や行事における各種委員会の提案等を「投稿」「返信」に
て情報共有した。昨年度まで生徒を通して通知の配布・回収をしていた手間が
省けたことと、役員からの提案がしやすくなったことで、PTA活動が活性化した。
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